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一 

今
冬
の
電
力
需
給
の
見
透
し
は
、
出
水
状
況
が

年
並
に
あ
る
と
し
て
も
、
需
用
増
加
の
た
め
、
最
渇
水
日
に
は
相
当

量
の
不
足
が
予
想
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
処
し
て
左
の
如
き
対
策
を
講
じ
、
電
気
事
業
者
を
督
励
し
て
需
給
の
均
衡 

を
保
持
せ
し
め
極
力
緊
急
停
電
を
回
避
す
る
方
針
で
、
現
在
実
施
中
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
供
給
力
確
保
の
た
め
に
電
気
事
業
の
水
火
力
発
電
設
備
の
最
大
利
用
、
特
に
補
修
中
の
火
力
発
電
所
の
完

成
促
進
並
び
に
貯
水
池
、
調
整
池
の
適
切
な
使
用
及
び
自
家
用
火
力
発
電
設
備
の
委
託
発
電
の
増
強
を
図
る
と
と
も
に
、

こ
れ
と
併
行
し
て
一
般
電
気
使
用
者
に
対
し
、
電
力
需
給
の
き
ゆ
う
迫
状
況
を
周
知
し
、
消
費
の
節
減
に
協
力
を
要
請 

し
、
特
に
負
荷
調
整
可
能
の
大
口
電
気
使
用
者
に
対
し
て
は
電
気
事
業
者
よ
り
依
賴
し
て
せ
ん
頭
負
荷
時
の
使
用
電
力
の

自
主
的
低
減
あ
る
い
は
休
日
の

日
振
替
等
の
協
力
を
求
め
る
外
、
擅
用
防
止
に
つ
い
て
電
気
事
業
者
と
し
て
最
大
の
努

力
を
拂
わ
し
め
て
い
る
。
右
の
自
主
的
消
費
規
正
に
よ
つ
て
、
な
お
需
給
の
均
衡
を
保
持
し
得
な
い
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
、
休
電
日
の
指
定
、
需
用
最
大
電
力
の
指
定
、
使
用
電
力
量
の
制
限
、
せ
ん
頭
負
荷
時
に
お
け
る
動
力
及
び
電
熱
使
用 
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三 

、 
、 
、 

、
、

、
、



二 

前
述
の
需
給
不
均
衡
を
早
急
に
改
善
す
る
た
め
、
現
在
左
の
よ
う
な
電
源
拡
充
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

の
禁
止
等
の
法
的
措
置
を
も
行
い
、
緊
急
停
電
を
極
力
回
避
す
る
方
針
で
あ
る
。 

本
年
度
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
十
四
年
度
に
お
い
て
融
資
せ
ら
れ
た
見
返
資
金
九
八
億
円
と
本
年
融
資
を
予
定
さ
れ
て

い
る
百
五
十
億
円
と
に
よ
つ
て
水
力
二
十
二
地
点
、
火
力
九
地
点
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
内
水
力
十
六
地
点
、
火
力

五
地
点
の
工
事
は
現
在
順
調
に
進
行
し
て
い
る
。 

明
二
十
六
年
に
お
い
て
は
水
力
十
三
地
点
、
火
力
四
地
点
の
新
規
着
工
を
予
定
し
、
こ
の
建
設
費
は
、
二
百
五
十
億
円

に
達
す
る
見
込
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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